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厚生労働省に寄せられた「国民の皆様の声」の集計報告について 

（地方受付分） 

 

 

 

 

 

（平成２２年５月７日から平成２２年５月１３日受付分） 

 

別紙 

○ 厚生労働省に寄せられた「国民の皆様の声」の集計報告（地方受付分）(10/05/24)   

厚生労働省に寄せられる「国民の皆様の声」につきましては、厚生労働行政の政策改善

につながるきっかけとなるものであることから、一週間分の集計結果と現時点での対応等

をとりまとめましたので、お知らせいたします。 

平成２２年５月２４日 

大臣官房総務課情報公開文書室 

（担当 ・内線）   室   長 小 林 洋 子 

室長補佐 大 村 良 平 

（電 話 代 表） ０３（５２５３）１１１１（内線７３２１） 



（単位：件）

来訪 電話 手紙 FAX メール 地方自治体 計

0 0 1 0 0 0 1

医政局 0 1 0 0 0 0 1

健康局 0 0 0 0 0 0 0

医薬食品局 0 0 0 0 1 0 1

食品安全部 0 0 0 0 0 0 0

労働基準局 31 80 0 0 0 0 111

職業安定局 115 49 46 0 0 0 210

職業能力開発局 0 0 0 0 0 0 0

雇用均等・児童家庭局 2 9 1 0 0 0 12

社会・援護局 0 0 0 0 0 0 0

障害保健福祉部 0 0 0 0 0 0 0

老健局 0 0 0 0 0 0 0

保険局 0 0 0 0 0 0 0

年金局 0 0 0 0 0 0 0

政策統括官 0 0 0 0 0 0 0

148 139 48 0 1 0 336

国民の皆様の声の内訳 ↓
　政策・制度立案への提言 57

　制度の実施に関する提案（職員等の接遇問題を含む） 184

　法令遵守違反に関するもの 1

　その他 94

※ 主な国民の皆様の声は、担当部局別に次ページ以降に添付してあります。

※「地方」とは地方支分部局を指し、具体的には以下のとおりです。
・地方厚生（支）局（麻薬取締支所・分室及び都府県事務所を含む。）
・都道府県労働局、労働基準監督（支）署、公共職業安定所（出張所・分室を含む）

合　　計

平成２２年５月２４日
大臣官房総務課情報公開文書室

厚生労働省に寄せられた国民の皆様の声・集計報告（地方受付分）

平成２２年５月７日～５月１３日受付分

組　織　名

大臣官房
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件 件 件 件 件 件 件

件

件

件

件

分類

1

①
④

国民の皆様の声・集計報告票（地方受付分）

部局（課室）名 大臣官房地方課

平成22年5月7日～5月13日受付分
照　会　先

課長補佐　河西直人（内線：7254）
企画第二係長　川村寛　（内線：7250）

国民の皆様の声
把握方法別件数

来訪 電話 手紙 FAX

概　　要

地方自治体 合計

0 0 1 0 0 0 1

メール

※「対応」欄のうち「分類」欄の丸数字は、①事実や制度を説明、②改善策を実施済み・実施予定、③改善策を
検討中、④国民の皆様の声の内容を組織で共有する（地方支分部局で受け付け、本省に報告したものを含
む）、⑤その他、に分類。

駐車場が混雑している状況下、太陽光設備（ソーラー）を設置する
予算があるのなら、駐車場を広げるほうが先決ではないのか。

駐車場の確保については現在も検討して
いるが、近隣に適地がなく、現時点で駐
車場の確保は困難な状況であること、し
かし、今後とも確保について継続的に検
討していく旨ご説明しました。
また、また、太陽光設備の設置について
は、経費の節減に資するのみならず、温
室効果ガスの削減に大きな効果が期待さ
れるものであること、
そして、温室効果ガスの削減は政府全体
として取り組むべき重要課題であり、行政
機関としても積極的に取り組む必要があ
る旨説明し、ご理解のほどよろしくお願い
したい旨をお伝えました。

国民の皆様の声の
内訳（大分類）

　政策・制度立案への提言 0

　制度の実施に関する提案（職員等の接遇問題を含む） 0

　法令遵守違反に関するもの 0

　その他 1

（主な国民の皆様の声）

項番 内　　容
対　　応
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1
①
④

2

　

3

　

4

　

5

　　

※「対応」欄のうち「分類」欄の丸数字は、①事実や制度を説明、②改善策を実施済み・実施予定、③改善策を検
討中、④国民の皆様の声の内容を組織で共有する（地方支分部局で受け付け、本省に報告したものを含む）、⑤
その他、に分類。

　

　

　

院内感染対策については、患者側への対策と同様に、医療従事者
側の対策強化も重要ではないか。

医療従事者の院内感染対策としては、
　
　・労働安全衛生法において、事業者が労
働者の衛生環境を衛る必要があると規定
　・医療法において、医療機関が院内感染
対策の体制確保策を講じなければならな
いと規定

されており、患者と同様に院内感染対策を
行っています。
また、今後とも厚生労働省として院内感染
対策についての重要性を認識し、関係機
関へ適時注意喚起してまいります。

国民の皆様の声の
内訳（大分類）

　政策・制度立案への提言 1

　制度の実施に関する提案（職員等の接遇問題を含む） 0

　法令遵守違反に関するもの 0

　その他 0

（主な国民の皆様の声）

項番 内　　容
対　　応

概　　要

地方自治体 合計

0 1 0 0 0 0 1

メール国民の皆様の声
把握方法別件数

来訪 電話 手紙 FAX

国民の皆様の声・集計報告票（地方受付分）

部局（課室）名 医政局

平成２２年５月７日～５月１３日受付分
照　会　先 指導課放射線管理専門官（内線4134）
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1

②
④

2

3

4

5

※「対応」欄のうち「分類」欄の丸数字は、①事実や制度を説明、②改善策を実施済み・実施予定、③改善策を
検討中、④国民の皆様の声の内容を組織で共有する（地方支分部局で受け付け、本省に報告したものを含
む）、⑤その他、に分類。

【関東信越厚生局】

（医薬品等の輸入監視関係）
医薬品の個人輸入に関して、薬事監視担当者に電話で問い
合わせを行ったのですが、対応された方の口調は乱暴で一
般的な儀礼を欠いていると思われますので、ご連絡いたしま
す。

指摘された担当者から相手方に対して謝
罪するとともに、課内会議において今回
の事案を報告し、問い合わせ等に対する
親切、丁寧な対応について、再認識を図
るよう周知いたしました。

国民の皆様の声の
内訳（大分類）

　政策・制度立案への提言 0

　制度の実施に関する提案（職員等の接遇問題を含む） 1

　法令遵守違反に関するもの 0

　その他 0

（国民の皆様の声）

項番 内　　容
対　　応

概　　要

地方自治体 合計

0 0 0 0 1 0 1

メール国民の皆様の声
把握方法別件数

来訪 電話 手紙 FAX

国民の皆様の声・集計報告票（地方受付分・医薬食品局案件）

局課（室）名 医薬食品局

平成２２年５月７日～５月１３日受付分
照　会　先 書記室管理係長　茂木　匡哉（２７０４）
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※以下記載例（複数行政を例示）

分類

1

①

2

④

3

①

4

①

5

①

国民の皆様の声・集計報告票（地方受付分）

局課（室）名 労働基準局

平成２２年５月７日～５月１３日受付分
照　会　先

総務課
監察官　　　小城　英樹（内線５５８６）
広報係長　　林田　淳一（内線５５８２）

国民の皆様の声
把握方法別件数

来訪 電話 手紙 FAX 地方自治体 合計

31 80

（主な国民の皆様の声）

項番 内　　容
対　　応

0 0 0 0 111

概　　要

メール

国民の皆様の声の
内訳（大分類）

　政策・制度立案への提言 24

　制度の実施に関する提案（職員等の接遇問題を含む） 56

　法令遵守違反に関するもの 1

　その他 30

　高齢の労働者が夜遅くまで働いていいのか。労働基準法で規制
すべきだ。

　貴重なご意見として承りました。

　会社から何度も退職勧奨を受けて困っている。
　度重なる退職勧奨に対して監督署が強制力を持って対応できる
ように法改正を行って欲しい。

　貴重なご意見として承った上で、個別労
働紛争解決制度について説明し、ご理解
を求めました。

　仕事中に事故を起こして会社の自動車を壊したら、会社から損
害賠償の請求を受けている。
　民事上の問題に関しても監督署は立ち入るべきだ。

　民事上の問題については監督指導の
対象とならないこと、個別労働紛争解決
制度で対応できる場合があることを説明
し、ご理解いただきました。

　賃金を支払わない会社に対し、労働基準監督署が強制的に差
押えを行い、賃金を支払ってもらえない労働者に分配するべきで
ある。

　監督指導の際に賃金を支払うよう適切
に事業主に指導を行っていることを説明
し、ご理解を求めました。

　本年度の労働保険年度更新の申告書が送られてこない。今年の
年度更新の手続きはいつすればよいか。

　昨年度より年度更新の時期（申告納付
期間）が4月から6月に変更になっており、
労働保険の申告書については5月末に発
送の予定で準備している旨説明し、ご理
解をいただきました。

※「対応」欄のうち「分類」欄の丸数字は、①事実や制度を説明、②改善策を実施済み・実施予定、③改善策を
検討中、④国民の皆様の声の内容を組織で共有する（地方支分部局で受け付け、本省に報告したものを含
む）、⑤その他、に分類。
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分類

6

①

7

①

8

①

9

①

10

⑤

※「対応」欄のうち「分類」欄の丸数字は、①事実や制度を説明、②改善策を実施済み・実施予定、③改善策を
検討中、④国民の皆様の声の内容を組織で共有する（地方支分部局で受け付け、本省に報告したものを含
む）、⑤その他、に分類。

　労働保険はなぜ強制加入なのか。任意適用に出来ないか。 　労災補償給付や失業等給付を通じて労
働者を公正に保護し、福祉の増進に寄与
することを目的としている労働保険制度
の趣旨について説明し、ご理解を求めま
した。

　衛生管理者試験が難しすぎる。
　法令で資格者を置くように義務付けておきながら、何度受験して
も合格しないような試験を行うのはおかしい。

　衛生管理者は、事業場において、健康
に異常のある者の発見等労働者の健康
確保を図るため、一定の知識を有する者
を選任することが必要であり、そのために
免許試験が行われていることを説明し、
ご理解いただきました。

　定期健康診断の実施を事業場に義務付けるのであれば、費用
負担も必ず事業主が行わなければならないものと明確にすべきで
はないか。

　労働安全衛生法で事業主に健康診断
の実施を課している以上、事業主がその
費用を負担すべきであることを説明し、ご
理解を求めました。

　労災年金を受給しているため、毎年監督署へ定期報告を提出す
る必要があるが、庁舎へ行くための公共交通機関もなく不便であ
り、困っている。

　毎年、定期報告の提出に関するご案内
を郵送する際に、定期報告の様式ととも
に同封している返信用封筒を活用いただ
きたい旨説明し、ご理解いただきました。

　（ポルトガル語を話す外国人の方が通訳を伴って、）監督署に行
き、相談をしたが詳しい話を聞いてもらえなかったと聞いたがどう
なっているのか。
　※本件、当該外国人の方が来署後、別の方から電話にて相談が
あったものです。

　当該署には、週2日、通訳を設置してお
りますので、その者を介して再度、相談を
伺うことでご理解をいただきました。
　なお、来署時に相談を伺い、事案によっ
て調査に時間を要する場合がある旨、説
明したのですが、その場で回答が得られ
なかったため誤解されたものと思われま
す。

（主な国民の皆様の声）

項番 内　　容
対　　応

概　　要
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件

件

件

件

（主な国民の皆様の声）

分類

1 ②

2 ①

3 ④

4
①
②

5 ①

国民の皆様の声・集計報告票（地方受付分）

部局（課室）名 職業安定局

平成２２年５月７日～５月１３日受付分
照　会　先

中央職業安定監察官　石原保仁（内線５６５３）
中央職業安定監察官　宮野　修（内線５６５４）
（直通：03-3502-5352）

国民の皆様の声
把握方法別件数

来訪 電話 手紙 FAX 合計

115 49 46 0 0 210

メール

国民の皆様の声の
内訳（大分類）

　政策・制度立案への提言 29

　制度の実施に関する提案（職員等の接遇問題を含む） 124

　法令遵守違反に関するもの 0

　その他 57

項番 内　　容
対　　応

概　　要
求人検索機の順番待ちは、名前を直接呼ぶよりも番号
札を渡して番号を呼ぶ方が、プライバシー保護の観点か
ら望ましいと思う。

該当ハローワークでは、今回のご意見を踏まえ
求人検索機が順番待ちとなった場合、受付時に
番号と氏名をご記入いただき、番号でお呼びする
ことといたしました。

ハローワーク駐車場の駐車可能台数を増やしてほしい。 該当ハローワークでは、平成21年12月より新たに
臨時駐車場を借り上げるとともに、当該場所の案
内表示もわかりやすいものにする等、対策を講じ
たところであります。今後も引き続き駐車場の混
雑状況を注視し、必要に応じて改善策を講じてま
いります。

ハローワークの求職者登録の更新は電話でできないの
か。私は在職中であり、来所しての更新が難しい。

求職登録を更新する場合は、早期に適職に就い
ていただけるよう、現在の就労状況や希望条件
をお伺いした上で、職業相談が必要となることを
ご説明しました。また、該当ハローワークでは開
庁時間を19時まで延長している旨ご案内しまし
た。

障害を抱えているが、障害の状況等に応じて親切に職
業紹介に対応してくれたので、安心しました。

ハローワークでは障害のある方のための専門の
職業相談窓口を設けております。これからもお一
人お一人の障害に応じたきめの細かい相談を心
がけてまいります。

ハローワークを初めて利用したいと考えています。何を
どうすればよろしいのでしょうか。教えていただけるので
しょうか（電話による質問）。

初めてご利用される方は、まず受付にお越しくだ
さい。混雑時であっても、常に利用者の立場に
立った対応を心がけており、受付では来所者に
は必ず声をかけるようにしております。

※「対応」欄のうち「分類」欄の丸数字は、①事実や制度を説明、②改善策を実施済み・実施予定、③政策・
制度の改善等を検討中、④国民の皆様の声の内容を組織で共有する、⑤その他、に分類。
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（主な国民の皆様の声）

分類

6
①
②

7
①
②

8 ①

9 ①

10
①
②

項番 内　　容
対　　応

概　　要

※「対応」欄のうち「分類」欄の丸数字は、①事実や制度を説明、②改善策を実施済み・実施予定、③政策・
制度の改善等を検討中、④国民の皆様の声の内容を組織で共有する、⑤その他、に分類。

求人票では経験不問となっているにもかかわらず、面接
時に行くと経験を問われた。このようなことがないよう改
善をしてほしい。

求人条件については、事業主に対して求人受理
時に必ず確認しており、求人票の内容と相違する
場合は、ハローワークから事業所に確認し変更
等の指導を行っております。なお、今回いただい
たご意見を踏まえ、該当事業所に対して、求人条
件の変更を行うよう指導を行った旨ご説明し、ご
理解いただきました。

求人票には年齢も記入していただきたい。 雇用対策法に基づき、 労働者の募集年齢につい
て制限を加えることは、原則禁止されておりま
す。このため、ハローワークでは、事業主に対し
て、応募者の年齢を理由として採否を決定するの
ではなく、応募者の知識、経験、能力等に基づき
採否を決定するよう指導を行っている旨ご説明
し、ご理解いただきました。

求人票には性別も記入していただきたい。 男女雇用機会均等法に基づき、労働者の募集及
び採用に当たっては、性別を理由とする差別は
禁止されております。このため、ハローワークで
は、違法な恐れのある求人には指導を行ってい
る旨ご説明し、ご理解いただきました。

雇用保険の認定時間の待ち時間が長い。待ち時間が長
時間となるならば、説明してほしい。

例年4月は雇用保険に関する手続きを行われる
方が多数訪れることから、利用者の方をできるだ
けお待たせすることがないよう、迅速な処理に努
めております。なお、該当ハローワークでは、待ち
時間が長時間となることが見込まれる場合には、
待ち時間の目安を30分とし、これを超える場合に
はお知らせする取組を行っていく旨ご説明し、ご
理解いただきました。

履歴書などの応募書類は返還してほしい。 ハローワークでは、求人受理時等に際して、不採
用とした求職者からの応募書類は返却するよう、
事業主へ要請しております。なお、今回いただい
たご意見を踏まえ、該当事業所に対して、応募書
類を返却するよう要請しました。
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件 件 件 件 件 件 件

件

件

件

件

分類

1

①
④

2

①
④

3

①
④

4

④

5

①

対　　応

国民の皆様の声の
内訳（大分類）

　政策・制度立案への提言 3

6

0

　その他

3

　法令遵守違反に関するもの

項番 内　　容

均等法のセクシュアルハラスメント対策について、会社に対す
る指導だけでは効果がない、罰則がないのはおかしい。
弱者救済の法律となっていない。

均等法の紛争解決援助制度について、会社が全面的に法律
に違反している場合でも労働者の味方になるのではなく、中
立的な立場で制度が運用されるのは納得がいかない。

※「対応」欄のうち「分類」欄の丸数字は、①事実や制度を説明、②改善策を実施済み・実施予定、③改善策を検
討中、④国民の皆様の声の内容を組織で共有する（地方支分部局で受け付け、本省に報告したものを含む）、⑤
その他、に分類。

改正された育児・介護休業法は読んだだけでは理解しにくく、
説明を聞いてようやく理解できる。
労使協議を円滑に行うためにもわかりやすい法律としてほし
い。

改正育児・介護休業法について説明し、御
理解を得ました。

概　　要

（主な国民の皆様の声）

ハラスメントなどがなく女性が働きやすい職場環境を整えるよ
う、法律の内容などを就職前の人も含め広く国民に周知して
ほしい。

男女雇用機会均等法の内容について説明
しました。また、労働者にも周知されるよう
説明会開催、資料配布等を行っているこ
と、学生向けに啓発資料を送っていること
などを説明し、今後も法の周知、浸透が図
られるよう一層取り組んでいく旨を伝え、御
納得頂きました。

紛争解決援助制度は私人間の民事紛争
を、両当事者の意思を尊重しつつ、第三者
として公正・中立な立場から援助するもの
である旨を説明し、御理解をいただきまし
た。

均等法については罰則はないが、セクシュ
アルハラスメント防止のために雇用管理上
必要な措置を講ずることが事業主に義務
づけられており、雇用均等室では事業主か
ら事情を聴き、必要に応じて行政指導を
行っていることを説明し、御理解をいただき
ました。

助成金の窓口が、21世紀職業財団であったり、雇用均等室で
あったりといろいろなので、申請窓口の統一をお願いしたい。

現在の制度を説明してご理解を求めるとと
もに、内容を組織で共有いたしました。

合計

　制度の実施に関する提案（職員等の接遇問題を含む）

1

地方自治体メール

0 00 122

国民の皆様の声
把握方法別件数

来訪 手紙 FAX電話

9

国民の皆様の声・集計報告票（地方受付分）

局課（室）名 雇用均等・児童家庭局

平成２２年５月７日～５月１３日受付分
照　会　先

雇用均等・児童家庭局
雇用均等政策課長補佐　河野恭子（内7832）
電話：０３－３５９５－３２７１
ＦＡＸ：０３－３５０２－６７６２
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（主な国民の皆様の声）

分類

6

④

7

②

8

①
④

9

①
④

10

②
④

※「対応」欄のうち「分類」欄の丸数字は、①事実や制度を説明、②改善策を実施済み・実施予定、③改善策を検
討中、④国民の皆様の声の内容を組織で共有する（地方支分部局で受け付け、本省に報告したものを含む）、⑤
その他、に分類。

項番 内　　容

ハローワークの窓口で、事務職に応募しようと紹介状の交付
を求めたところ、担当者から「５０歳までの女性を希望してい
る」と言われた。均等法など法律を遵守しないことを国の機関
の職員が認めているようである。

男女雇用機会均等法の趣旨を説明すると
ともに、貴重な意見として承り、担当部署
へ情報提供を行いました。

貴重な意見として承り、担当部署へ情報提
供を行いました。

中小企業子育て支援助成金の支給申請期間を途過し、申請
できなくなってしまったのは、行政側の周知不足による。

ハローワークのパート求人に応募しても男性だからという理由
で断られることが多い。

概　　要

対　　応

自社の両立支援対策について「両立支援のひろば」に登録し
ようとしたができなかった。かなりの時間をかけて入力し、面
倒であったのに登録できない理由がわからなかった。

「両立支援のひろば」に係る必須入力項目
が入力されていなかったことが原因である
ことを説明するとともに、内容を組織で共
有いたしました。

助成金制度については、厚生労働省ホー
ムページに掲載するほか、各機関等の広
報誌への原稿掲載等により周知しているこ
とを説明するとともに、ご指摘の意見は組
織で共有いたしました。

「中小企業子育て支援助成金」の申請先が変更されたにもか
かわらず、変更内容が労働局のホームページ等で周知されて
いない。広報・周知をお願いしたい。

変更内容の概要を労働局ホームページに
掲載いたしました。
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